
人権尊重
当社グループは、国連の「世界人権宣言」をはじめとする国際的な人権原則に賛同し、「人権方針」 

および「人権ガイドライン」を策定の上、それに基づいた事業環境の実現に向けた取り組みを推進して

います。

人 権 方 針

1. �日本パーカライジンググループは、事業を行う各国・地域
の法令を遵守するとともに、人権にかかわる国際規範を
支持・尊重し、人権尊重の責任を果たします

2. �日本パーカライジンググループは、職場における不当な
差別、あらゆるハラスメント行為を排除し、労働に関する
権利を尊重します

3. �日本パーカライジンググループは、事業にかかわるサプ
ライチェーン全体を通じて、人権尊重の推進に努めます

4. �日本パーカライジンググループは、人権に関する負の影
響の発生を防止するとともに、助長もしくは加担を確認
した場合には迅速かつ適切に対処します

 人権の尊重

 人権尊重に関する当社グループの取り組み

 人権啓発活動

　私たちは、すべての人々の基本的人権を尊重し、以下の

国際的な原則・枠組みを支持します。

• �国連「国際人権章典」

• �国連「世界人権宣言」

• �国際労働機関（ILO）	
「労働における基本的原則及び権利に関するILO宣言」

• �経済協力開発機構（OECD）	
「OECD責任ある企業行動に関する多国籍企業行動指針」

• �国連「ビジネスと人権に関する指導原則」

• 「国連グローバル・コンパクトの10原則」

　当社グループは、事業活動における人権の尊重を重要な

目標とし、事業活動が人権に悪影響を与える可能性がある

場合や、その影響が確認された場合に、適切な手続きを通

じて是正・救済を図ります。当社グループはグローバルに

製造・加工を行っていることから、特に、労働環境の安全

確保、労働時間の適正管理、強制労働・児童労働の防止に

注力しています。

　当社グループは、「人権方針」および「人権ガイドライン」

に沿って、従業員一人ひとりが人権尊重の重要性を理解し、

適切に行動できるよう、教育・啓発活動を推進しています。

人権に関する基本事項は、コンプライアンス教育の一環とし

て配布している「コンプライアンスハンドブック」に明記し、

国内外の従業員が共通の理解を持てるよう整備しています。

また、人権に関する教育はコンプライアンス研修に組み込ま

れており、全従業員が継続的に学べる体制を整えています。

 �人権ガイドライン 
（https://www.parker.co.jp/ja/csr/esg/s_human.html）へ

 �コンプライアンス研修 
（https://www.parker.co.jp/ja/csr/esg/g_compliance.html#compliance_training）へ
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日常個別教育（OJT）／改善活動／部門内勉強会／技術伝承活動

自己啓発（資格取得奨励制度）

 人材育成を支える基盤　社員一人ひとりの成長を支える教育・成長支援体制

　当社グループでは、階層別・職種別の研修体系に加え、グローバル視点の醸成や自律的な学びを支援する制度を整備し、	

社員一人ひとりの成長を継続的に支援しています。

キャリア形成支援サイクル

　自己申告から育成・研修、挑戦機会の提供、成長・活躍までのサイクルを通じて、一人ひとりの自律的なキャリア形成を支援し、

グループ全体の人材力向上につなげます。

教 育 体 系（ 全 体 像 ）

主な役割
入社〜若手層 中堅層 監督職層 管理職層 経営人材層

社会人・組織人としての
基礎を築く

専門性を高め、 
自律的に行動する

チームをリードし、 
成果を創出する

組織を率引し、
事業を推進する

経営視野を磨き、 
持続的成長を実現する

この サイクルを継 続 的に回すことで 、従 業 員 一 人ひとりの 成 長と組 織 の 活 性 化を促 進し 、
持 続 的な企 業 価 値 向 上 の 実 現を目指しま す。

一人ひとりの
成長と挑戦を支援し、

グループ全体の
人材力向上へ

1  自己申告
キャリア志向・強み・挑戦したい 

仕事などを申告します。

2  上司との対話
上司との面談を通じて、 

キャリア志向や強みを共有し、 
育成方針を確認します。

5  成長・活躍
新たな役割や責任を担い、 

成果を創出することで、さらなる 
成長と活躍につなげます。

3  育成・研修
階層別教育や専門・技術教育、OJT
などを通じて、必要な知識・スキル

を習得し、能力を向上させます。

4  社内公募・挑戦
社内公募制度や異動制度を 

活用し、希望する職務や新たな 
役割に挑戦できる機会を提供します。

グローバル人材育成研修（語学）

表面処理基礎講座【前期／後期】（電気化学と腐食および分析）

防錆技術学校

海外駐在員赴任前教育（文化／習慣／環境／諸手続等）
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